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第40回諸富町文化祭
佐賀市文化連盟諸富支部と一般公募の参加者による文化

祭が開催されます。

ステージ発表のほか、作品展示も行われます。

■日時

・作品展示 11月12日㈯〜13日㈰ ９時〜17時

・ステージ発表 13日㈰ ９時〜16時

■場所 佐賀市立諸富文化体育館（ハートフル）

◎問い合わせ 佐賀市文化連盟諸富支部

☎47・3751（立
たち

川
かわ

）

☎47・4580（大
おお

坪
つぼ

）

松梅の「かかし祭り｣
地域活性化のため地元の皆さんが始めた祭りで、昭和の

こどもの遊びや農作業をモチーフにしたかかしが、懐かし

い風景を作り出しています。

■期間 11月26日㈯まで

※期間中の土日・祝日には「かかし市」（農産物販売）開催

■場所 大和町梅野（広坂有木地区）

■アクセス 佐賀大和 ICから三瀬方面へ約３㎞

(国道２６３号線沿い）

◎問い合わせ 大和支所 総務・地域振興グループ

☎62・1112 ℻62・2660

位somu.ym@city.saga.lg.jp

九州佐賀国際空港東の
『コスモス園』が見ごろです！
今年も約35,000㎡の敷地にコスモス園が開園しました。

園内ではソバの花や綿花も見ることができるほか、さつま

芋や落
らっ

花
か

生
せい

の収穫体験、地元の農産物やピンク色のコスモ

ス饅
まん

頭
じゅう

の販売なども楽しめます。

■見ごろ 10月下旬〜11月上旬

■場 所 佐賀空港公園から車で東へ約３分

(無料駐車場あり)

■入園料 無料

◎問い合わせ 九州佐賀国際空港コスモス園支援会

☎090・2501・9837（竹
たけ

下
した

）

おもしろ自転車広場
干潟よか公園内には、ユニークなおもしろ自転車が20台

ほどあり、公園の一番奥の「おもしろ自転車広場」のコー

スで利用できます。

■料金 大人 300円 子ども 200円

※いずれも40分間

■貸出時間 ４月〜12月 10時〜16時

１月〜３月 10時〜15時

■休園日 月曜・年末年始

◎問い合わせ 南部建設事務所

☎45・1804 ℻45・8023

位nanbukensetsu@city.saga.lg.jp

豊かな自然とふれあおう！
第31回富士町ふれあい祭り

■日時 11月12日㈯〜13日㈰ ９時30分〜15時30分
■場所 富士支所周辺
■主な内容 12日㈯ ヤマメのつかみ取り、もちつき体験、

糸島市魚介販売など
13日㈰ 芋ほり体験、米すくいコーナー、

パンプトラック体験会 など
※その他、森林文化フェスタや農産物直売、各種展示販売
など、さまざまなイベントを開催。

◎問い合わせ 富士町ふれあい祭り実行委員会事務局
(富士支所 総務・地域振興グループ内）
☎58・2112 ℻58・2119

三瀬高原へワカサギ釣りに行こう！
冬の北山湖（北山ダム）では、11月から２月頃までレン

タルボートを利用したワカサギ釣りが楽しめます。

釣って楽しく、食べておいしいワカサギ。

初心者も大歓迎！

◎問い合わせ

・みつせ高原キャンペーン実行委員会 ☎56・2111

・ボートハウスシノハラ ☎56・2062

・フィッシングセンターうおまん ☎56・2345

第43回久保田町ふれあい文化祭
久保田町でサークル活動を行う皆さんの発表会です。

■日時 11月20日㈰ ８時45分〜

■場所 久保田農村環境改善センター

■内容 日舞、ダンス、大正琴、和太鼓、にわか等の

ステージのほか、絵や書道、お花などの作品

を展示。

◎問い合わせ 佐賀市文化連盟久保田支部

☎090・9727・0043

2016 さが環境フェスティバル
環境保全活動を実践する市民、NPO、事業所、行政など

の各団体がそれぞれの活動や技術を紹介します。

■日時 11月12日㈯・13日㈰ 10時〜16時

■場所 佐賀県立森林公園（野球場前広場）

■入場料 無料

■内容 環境展示・体験、工作コーナー、

フード・物産コーナー、スタンプラリー

◎問い合わせ 本庁 環境政策課 自然環境係

☎40・7202 ℻26・5901

位kankyoseisaku@city.saga.lg.jp
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７
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７
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問
い
合
わ
せ

■
期
間　

11
月
11
日
㈮
〜
13
日
㈰

■
場
所　

佐
賀
市
文
化
会
館（
日
の
出
）

○
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
（
無
料
／
要
入
場
整
理
券
）

　

実
力
と
情
熱
を
備
え
た
、
現
在
躍
進
中
の
佐
賀
の
若
手
演
奏

家
た
ち
が
お
届
け
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ス
テ
ー
ジ
！

・
中
ホ
ー
ル
（
各
公
演
60
分
）

○
オ
オ
グ
シ
リ
ョ
ウ
ヘ
イ
・

　
ニ
シ
ム
ラ
サ
オ
リ

　

日
本
画
映
像
音
響
派
（
無
料
）

・
３
階
小
会
議
室　

10
時
〜
17
時

　

日
本
画
家
大
串
亮
平
と
映
像
作
家
西

村
沙
織
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
佐
賀
で

活
動
す
る
２
人
の
絵
、
音
、
映
像
の
世

界
に
癒
や
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

11
日
㈮

第
４
回
佐
賀
市
民
芸
術
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
東
与
賀
文
化
ホ
ー
ル
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
」

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
登
場
す

る
大
階
段
を
背
景
に
、

『
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
』
を
持
っ

て
記
念
撮
影
が
で
き
ま

す
！（『

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
』
と
は
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
使
用
す
る

持
ち
道
具
の
こ
と
で
す
）

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ス
テ
ー
ジ

　
（
無
料
／
要
入
場
整
理
券
）

・
大
ホ
ー
ル　

18
時
30
分
開
演

　

前
夜
祭
と
な
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
毎
年
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
豪
華
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
パ
ワ
フ
ル
か
つ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ジ
ャ

ズ
ス
テ
ー
ジ
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
の
輝
く
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
市
民
芸
術
祭
を
ス
タ
ー
ト
。

　

佐
賀
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラｗ
ｉ
ｔ
ｈ
福
岡
加
奈
子
バ
レ

エ
研
究
所
は
、
フ
ル
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
繊
細
で
迫
力
あ
る
サ
ウ
ン
ド

と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
。

　
ラ
ス
ト
は
、
日
本
最
高
峰
の
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
、
ケ
イ
コ
・
リ
ー

の
ソ
ウ
ル
フ
ル
な
歌
声
で
会
場
の
皆
さ
ん
を
酔
わ
せ
ま
す
！

ふ
く

お
か

か

な

こ

　

佐
賀
市
民
芸
術
祭
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
舞
台
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
提
供
す
る
と
共
に
、
佐
賀
出
身
、
佐
賀
に
関
わ
り
が

あ
る
芸
術
家
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

FAX

12
日
㈯

Ｖ
Ｏ
Ｌ・
１
（
10
時
開
演
）

Ｖ
Ｏ
Ｌ・
２
（
11
時
30
分
）

Ｖ
Ｏ
Ｌ・
３
（
13
時
）

ケイコ・リーケイコ・リーケイコ・リー

福岡加奈子バレエ研究所福岡加奈子バレエ研究所福岡加奈子バレエ研究所
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：
田
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悠
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ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
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▲

２
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：
大
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健
人
（
ピ
ア
ノ
）

▲２
部
：
宮
原　

千
春
（
ピ
ア
ノ
）

▲

１
部
：
柴
田　

紗
希
（
フ
ル
ー
ト
）

▲

２
部
：
金
丸　

響
子
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

　
　
　
大
坪　

俊
樹
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

　
　
　
八
谷　

晃
生
（
ピ
ア
ノ
）

▲

１
部
：
藤
瀬　

愛
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

▲

13
日
㈰

12
日
㈯
〜
13
日
㈰

記
念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
あ
り
！

ティーンズミュージカルＳＡＧＡティーンズミュージカルＳＡＧＡティーンズミュージカルＳＡＧＡ

た
な
か

り

ゆ

あ

お
お
つ
ぼ

た
け
と

し
ば
た

さ

き

み
や
は
ら

ち
は
る

ふ
じ
せ

あ
い

か
な
ま
る

き
ょ
う
こ

お
お
つ
ぼ

と
し
き

は
ち
や

こ
う
せ
い

お
お
ぐ
し
り
ょ
う
へい

に
し

〈
屋
外
広
場
〉　

11
時
〜
17
時
（
予
定
）

○
屋
外
ス
テ
ー
ジ
（
無
料
）　※

雨
天
中
止

　

佐
賀
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ス
テ
ー
ジ
！

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
／
野
副
一
喜
（
12
日
㈯
）・
江
口
宣
弘
（
13
日
㈰
）

○
野
い
ち
ご
手
作
り
フ
ェ
ス
タ

　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
雑
貨
、
木
工
、
布
・
革
小
物
な
ど
、
佐
賀
の
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
作
家
の
作
品
を
中
心
に
販
売
し
ま
す
。

（
雨
天
の
場
合
は
３
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
）

の
ぞ
え

そ
ら

か
ず
き

え
ぐ
ち
の
ぶ
ひ
ろ

・
日
時　

11
月
６
日
㈰　

13
時
〜
16
時

　
一
般
応
募
に
よ
る
参
加
者
が
、自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

ホ
ー
ル
の
舞
台
で
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
ま
す
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
12
日
㈯
）
に
出
演
さ

れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
坪
健
人
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

　

角
田
章
裕
さ
ん
（
市
民
芸
術
祭
実
行
委
員
長
）
の
進
行
で
、

大
坪
さ
ん
か
ら
の
ピ
ア
ノ
の
好
評
や
市
民
芸
術
祭
の
見
ど
こ
ろ
な

ど
、ト
ー
ク
も
ま
じ
え
な
が
ら
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
会
場
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

お
お
つ
ぼ
た
け
と

す
み
だ
あ
き
ひ
ろ

○Ｃ 宝塚歌劇団 宝塚歌劇団○Ｃ 宝塚歌劇団

佐賀モダンジャズオーケストラ佐賀モダンジャズオーケストラ佐賀モダンジャズオーケストラ

○Ｃ 宝塚歌劇団 宝塚歌劇団○Ｃ 宝塚歌劇団

む
ら
さ

い お
り

○
シ
ネ
マ
で
聴
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
有
料
公
演
）

・
大
ホ
ー
ル　

17
時
〜
19
時

・
入
場
料
（
自
由
席
）

　

一
般　
１
，
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下　
１
，
０
０
０
円

　
ス
ク
リ
ー
ン
を
飾
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
た
ち
を
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
豪
華
ソ
リ
ス
ト
た
ち
の
演
奏
、
そ
し
て
、
映
画
・
音
楽
評

論
家
の
西
村
雄
一
郎
さ
ん
の
楽
し
い
お
話
で
お
届
け
し
ま
す
。

に
し
む
ら
ゆ
う
い
ち
ろ
う

佐賀交響楽団佐賀交響楽団佐賀交響楽団

西村　雄一郎西村　雄一郎
にしにしむらむら ゆうゆういちいちろうろう

西村　雄一郎
にしむら ゆういちろう

ピアノ・岡田　将ピアノ・岡田　将
おかおか だ まさるまさる

ピアノ・岡田　将
おか だ まさる

チ
ェ
ロ
・
新
倉　

瞳

チ
ェ
ロ
・
新
倉　

瞳

に
い
に
い
く
ら
く
ら

ひ
と
み

ひ
と
み

チ
ェ
ロ
・
新
倉　

瞳

に
い
く
ら

ひ
と
み

指揮・今井 　治人指揮・今井 　治人
いまいま い はるはる と

指揮・今井 　治人
いま い はる と

ギ
タ
ー
・
朴　

葵
姫

ギ
タ
ー
・
朴　

葵
姫

ぱ
く
ぱ
く

き
ゅ
き
ゅ
ひ

ギ
タ
ー
・
朴　

葵
姫

ぱ
く

き
ゅ
ひ

○Ｃ Toshiya Suda Toshiya Suda○Ｃ Toshiya Suda

○Ｃ Takaaki Hirata Takaaki Hirata○Ｃ Takaaki Hirata

第
４
回
佐
賀
市
民
芸
術
祭　

特
別
企
画

「
宝
塚
歌
劇 

衣
装
＆
写
真
パ
ネ
ル
展
」

　

佐
賀
市
出
身
の
宝
塚
歌
劇
宙
組
ト
ッ
プ
ス
タ
ー『
朝
夏
ま
な
と
』

さ
ん
の
歴
代
宝
塚
大
劇
場
公
演
の
写
真
パ
ネ
ル
を
中
心
に
、
着
用

衣
装
な
ど
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
佐
賀
県
出
身
の

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

・
日
時　

11
月
11
日
㈮　

16
時
30
分
〜
19
時

・
２
階
ロ
ビ
ー　

無
料

あ
さ
か

　
　

12
日
㈯　

10
時
〜
19
時

　
　

13
日
㈰　

10
時
〜
17
時

　詳しい内容は、市報さが
１１月１日号と同時配布のパ
ンフレット、または市ホー
ムページをご覧ください。

６市報さが 平成28年11月１日号７ 市報さが 平成28年11月１日号



佐佐賀賀市市景景 賞賞観観
　応募総数 182 件、作品総数 159 件のご
応募をいただきありがとうございました。
今年度の受賞作品５作品に佐賀市景観賞選
考委員からのコメントを添えて紹介します。

第20回

委員長コメント
　今回、お濠とともにある建築、広大な地形上の営み「佐賀平野」、沿道に潤いを与える庭と建物、山林
を開いて営むカフェ。そして、山中に紫陽花の道を創出した活動が選出されました。受賞作品に関わるす
べての皆様、本当におめでとうございます。
　選考過程では景観にまつわる時間と空間、歴史や物語についても議論が交わされ、第２０回を迎える今回、
モノとしての評価に加えて、そのコトを含めて景観を捉える有意義な選考ができたと考えています。いず
れも周辺環境と呼応する優れた営みや働きかけであり、このような積み重ねによって地域がより良くなる
ことを期待します。 佐賀大学　准教授　後藤　隆太郎

問い合わせ 本庁　都市デザイン課　☎40・7172　FAX40・7387　　toshidesign@city.saga.lg.jp

○「景観賞」とは
　佐賀市内にある建築物や緑など目に見えるものだけに限らず、そのものが醸し出す雰囲気など、総合的に
景観の形成に貢献しているものにお贈りする賞です。
　佐賀市民の景観やまちづくりに対する意識の向上を願い、これからの佐賀市の景観形成に対するひとつの
道しるべになるように、また市民の皆さんのまちづくりへの取り組みの一端を広く紹介できるようにと、平
成９年から実施しています。

○佐賀市景観賞表彰式
　本年度受賞の５作品は、１１月２３日（水・祝）に開催予定の第２０回佐賀市景観賞表彰式で表彰を行います。

お濠端とホテルニューオータニ ■所在地　与賀町　■完成年　昭和５１年
■構造　鉄筋コンクリート造　８階建

　クスなどの木々とお濠の水面、ホテルの落ち着
いた色合いがマッチして、城下町らしい景観をつ
くっています。建設から時間がたって風景になじん
だ良い例。ここにないと寂しさを感じてしまうほど、
ホテルの存在感があります。

　開業４０年のホテルはお濠とともに在り続けてい
ます。クスと水面を借景とした空間でこれまでどれ
ほどの人々が交差し、佇んだことでしょう。お濠に
浮かぶ上品な建築、夜にはお濠を灯す、佐賀の大
切な空間資産です。

県道49号線から見る佐賀平野 ■所在地　川副町

　空港から佐賀市中心部を目指して走る途中から
見る景色は、開放感に満ちています。５月は麦の
黄金色、６月なら稲の早苗の緑が鮮やかで、四季
折々の豊かな自然は佐賀の原風景。ほとんど電線
もなく、それがかえってインパクトを与えています。

　低い地平線、大きな雲が伸び伸びと呼吸してい
るかのような青空、遮るもののほとんどない広大
な平野―それは最も佐賀らしい自然の風景。それ
はまた、佐賀の気候風土と文化によってつくられ
た佐賀の歴史的風景であるとも言えます。

川原食品肥前みふく庵 ■所在地　川副町南里　■完成年　平成１９年
■構造　木造一部鉄骨造平屋建

　敷地の大半を占める芝生は、滑らかな曲線を描
きながら広がっており、心地よい空間を創り出して
います。その奥には、モダンで趣のある工場があり、
背面に広がる青空との美しいコントラストは大変印
象的です。

　公道沿いに大きな円弧を描いた石積みと生垣が
あり、その端部の門から入ると、一面が芝生の庭
園の正面に小さな「みふく庵」が建っています。
背後の食品工場や事務所も大屋根の母屋に見立て
られ、軒下の無垢の木のルーバーが趣のある陰影
をつくっています。

古湯山なか紫陽花の道 ■活動場所　富士町古湯　■活動者　山中　明郎
■活動開始年　平成 8年

　色とりどりのあじさいが、青い空と水田の間をか
け抜けていき、見事な風景をつくりあげていく。
　２０年も前から１人で植え、育てていることに敬
服し、「素晴らしい道をありがとう」と言いたくなる
あじさいの道です。

　道沿いに植えられた５００株以上のあじさいが生
み出す山間の美しい風景が、２０年間にもわたり、
たった１人の個人のボランティアの手によって形
成・保持されてきたことに驚かされます。その方
の意志と努力には敬意を表さずにはいられません。

■所在地　三瀬村三瀬　■完成年　平成１９年
■構造　木造平屋建

　佐賀市三瀬の一般道より奥まった山林を自ら切
り開かれた場所にあります。クロモジの木の近くに、
どこか懐かしいような自作の木造建物であるカフェ
や家で、自然環境と向き合いながら家族で生活さ
れており、その光景も含めて心癒される風景となっ
ています。

　山の中の小道を行けば、ぽっかりと開けた場所。
日当たりの良い斜面の木立越しに見える、昭和の
雰囲気のある建物。雑木の生い茂る原野が、心和
む場所に生まれ変わりました。隠れ家のようなこの
空間は、訪れた人をほっと包み込んでくれます。

カフェ「クロモジ」

佐賀大学　教授　吉住　磨子

佐賀新聞社　論説委員長　横尾　章

㈱織ものがたり　デザイナー　木下　由紀子

久留米工業大学　准教授　満岡　誠治

佐賀新聞社　論説委員長　横尾　章

佐賀大学　准教授　後藤　隆太郎

（一社）佐賀県造園建設業協会　役員　久保　和則

佐賀女子短期大学　講師　大江　登美子

（一社）佐賀県建築士事務所協会　委員　
三原　ユキ江

佐賀大学　教授　吉住　磨子
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８市報さが 平成28年11月１日号９ 市報さが 平成28年11月１日号


